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1 研究の背景・目的

日本の大学教育に関して 次のような指摘が

よくなされるところである2)。
・授業時間中の集中力の低さ

.自主的な学修時間の少なさ

.問題解決能力や汎用的能力の低さ

このような指摘に対して 大学においてはア

ドミッション・ポリシー(入学者受入方針). 

カリキュラム・ポリシー(教育課程の編成方

針)，デイプロマ・ポリシー(卒業認定・学位

1) 多くの大学等で導入されているクラウド型 e-
ラーニングシステム(側朝日ネット)である。本

学では，従来から導入してきた moodleに加えて，

より多くの授業での活用，学生の自学自習のサ

ポートの強化を目的に 20日年4月に全学的に導
入された口

2) 例えば， 2012年8月17日，日本経済新聞(朝
刊)大学改革シンポジウム 世界で活躍する人材

幅広い学開通じ育成

2012年9月24日，日本経済新聞(朝刊)問題解

決能力の育成を

など
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授与に関する方針)のもと，学生の「教育の質 学習の習慣化)

保障Jに取り組むとともに，多くの教員が授業 に加えて，次の各点を目的としている。

改善に取り組んできている3)。そこでは次のよ ③ manabaの利用を通じての気づきの整理

うな種々の方法が用いられている。 ④ データに基づく測定・検証が可能な仕組

-アクテイプラーニング

・グループ学習，協同学習，協調学習

・双方向授業・反転学習

• e-Iearningシステムの導入

など

上記のような指摘や活動に対して.一教員と

してできるだけ対応していきたいと考え.2009 

年頃から講義や演習の授業運営方法の改善に取

り組みだした。今回，その取りまとめと発展の

ために， 2015年度自己応募研究プロジェクトと

して申請し承認をいただいた。本研究ノートで

は.そのうちの一つの取り組みである「経営と

情報J(1年前期.必修科目)における， 2015 
年度前期の取り組み (manabacourse (以下.

manaba)の試行的導入)を中心に採りあげる。

ったない取り組みであるが これをまとめるこ

とにより，自分自身の到達点と今後の課題が見

えるとともに.今後の manabaの改善や同シ

ステムの利用を検討されている方に多少のヒン

トを提供できるかもしれない。

本研究ノートは.これまでの私の取り組みと

manabaとの連携によって明らかになった.い

ろいろな気づきの取りまとめや導入効果の検証

等を試みようとするものである。すなわち.こ

れまでの講義科目のねらいであった

① 基礎的能力の向上(講義中の集中力.メ

モ・ノート力.問題意識など)

②主体的学修促進のための仕組みづくり

(配布資料をベースにした講義外の自主的

3) 例えば.木村隆良「自発的能動学修を漏養する
ためのプレンデイツドラーニングJ(論文誌 ICT
活用教育方法研究上 Vol17.No.1 (2014.11). pp. 

31-36。
児玉俊介他reラーニングの教育効果に関する
「マクロ経済学演習Jにおける実証研究J(論文誌
ICT活用教育方法研究).Voll4. No. 1 (2011.11). 
pp. 16-20。
など

みづくり

⑤ 2015年度から導入された manabaの試

行的導入効果の検証

なお.以下で紹介する内容については.あく

まで20日年度前期 (manaba2.84)での試みに

基づくものであること.筆者の理解不足や誤解

から間違った指摘もあり得ることをお断りして

おきたい。なお.契約内容によって利用できる

機能が異なるということもあるようであるo

2 r経営と情報jにおける取り組み

「経営と情報Jでの.これまでの取り組みは
概略.次の通りである。

2∞9--2010年度授業終了時に「ミニレ
ポートJを実施(出席票の裏面を利用)
2011--2013年度授業終了時に「確認レ

ポートJを実施(専用の用紙を作成4)) 
次回の冒頭で結果の紹介(振り返り)

2014年度 上記に加え， m∞dleの
試行的利用(毎週の課題出題.平常点の

公表)

2∞9年度から授業の終了時に当日の講義に関
連した簡単な“ミニレポート"を課すことから

始めた。当初は本学が提供している出席票の裏

面を利用していたが.2011年からは独自の専用

用紙を作成し.名称も“確認レポート"に改め

た。毎回の採点結果を Excelに入力・蓄積し

集計・分析するようにしたo また.受講生の関

心や授業への集中力の向上にもつながればと.

その結果を次回の授業開始時に積極的に紹介す

るようにした。更に， 2014年には.授業外での

学修を促すために.代表的な e-leamingシス

テムの一つである moodleを利用するようにし

4) 出席票は汎用の小さな横長用紙(約4.3x12.5cm) 
であり.設問数・回答スペースに限界があった。
そのため.毎回の講義専用の用紙 (B6サイズ)

を用いることにした。
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マー.

ミニレポート(4月28日)

.出席棄の裏面に、

J、ードウヱアとソフトウェアの違い

について説明しなさい。

，..・・..割。
fQ..:f・""・a阻司

(2009年l日t)

1-。
ただし moodleの利用では白次のような問題

点を!感じてし、た

① 問題の作成に手tlりがかかる

② インターフェースが使いづらい

① 向由回答データの取り込みを受講生日IJに

しかも コード変換も必要であった。

G) r確認レポートJは従来通り紙ベースで
実施していたことから。採点.データ入力.

出欠管理!などの作業に11寺!日]を要していた。

⑤ レジュメをお〔で配布していたこ とから，

印刷のため余裕を持って準備する必要があ

り 柔軟性に欠ける。また.資源の而での

無駄もあった。

そのような状況の中.2015年度から全学的に

導入が決定された manabaでは，次のような

メリ ットを期待できるこ とがわかり。導入早々

「経営と情報Jで積極的に利用してみる ことに

した。

① 機能而では moodl巴と遜色がないこと

② インターフェースが日本人になじみやす

いものになっていること

① データを Excelで処J:[)!可能であること。

④ さらに出席カード機能なども1illiえている

ことから句従来の問題点の解消に結びっく

こと

2.1 これまでの取り組み

本節では，前述した2009年度以降の 「経営と

ミニレポート(4月20日)

コンピュータは入力・処理・出力を
する機械でした。

出席票の裏面に、

コンビュータに入力する例を三つ挙 l 
げてください。 1 バ

| (2010年度) 川

情報」における取りキIlみについてもう少し詳し

く紹介する。

2009-2010年度

2009年は.授業のs後に当日の授業に閲する
ritiJj3.な質問に答えてもらう 「ミニレポートj

(岡 i参JH{)を実施するようにした。授業の理

解j立を{I'(i;認するために.パワーポイントのスラ

イドで問題を山題して山川;票の裏面に回答して

もらうという方式であった。

2011-2013年度ー

出席25の謀i1fi利JFIから.専用の用紙に変更

(1送12参J!COするとともに.授業内容に閲する

設Il.ilだけでな く. 座席位置や受講生自身の理解

)立などについてもデータを収集するようにした。

また.その分析結果を次回のJ受業開始時に紹介
u辰り返り)するように改めた (凶3参照)。
2014年度 (mooclleの利用)

本~で利用可能な e-learning システムで

あった moodleをHJいて.授業外で取り組む課

題を 1'1'1題するようにした ( 1~14 . 図 5 参!!~O O

~i:.休的な学修姿勢につながるように，授業内容

に関連した|問題だけでなく自分で調べて回答す

る形式の課題を多く出すようにしたo

ll100dleによる線組の出題に伴い， 2013年度

までと比べて守次の業務が新たに加わった。

. ~山起m 1'f~q の作 11比

・制!越の問題作成

・3県越の出!起 (ll1oodle)と採点

同11守に句「確認レポー トJデー タの手入力を
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| (2011年度)|相の蹴
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このクラス刊5入金区事j寸るには、最低、何ピァト必要にな。

ますか" = 一一一一一一ピフト

.あなたの学窃番号使って次の質問に応えてくださも九

下から1ケタ目を宮道設で表わすと 畳 一一一一一ー

下から2ケタ目を2-d陣営で表わすと = 一一一一一ー・

下から3ケタ目を2温敵で表わ寸と = 一一一一一ー
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図3 授業の仕組み
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講 義

レジュメ ・資料配布(向J!問)

講義準備 レジュメ作成確認レポート用問題作成

医14 I諜:mレポー卜 (m∞dle)Jの例

課題レポート

-なぜ、 コンビューターの基本(デジタル)
やインターネット・通信について学習する
必要がある
と言っていましたか。

.回答方法
Moodleの"04/14・04120'内の
li1J1111コンピューヲや両信噴い掌羽寸るのは?
をクリックして回答(本日の出席者のみ有物}
回答の締切主目別時

なくすためにスキャネットシー ト"の利則

も試みたが 同レポートの形式 (図2参照)を

うまく 取り入れることができず.従来方式に戻

した。そのため課題の追加に伴う業務の負担附

になったが.従来の確認レポートによるデータ

，..， 
-・・耐胸叫

-> “回.è.~同事...・4・:11.<.司a車、
凶・ cs"Ns. 1IL4..r.eM目脂包2
'国"It .，明，-...~園
，帽 問削 除底抜

!1' ?17押・
・・・吃岨同 ・ "-1:U~t"&~

J:o-y......刷 .・胴時博毛布同.
T..ll耳ー申，JJv.... "{._・
虜事

.> 

.陶
‘姐，.， __ 岡崎
"・..・・崎両

収集に謀題レポートによるデータ収集がJJIIわり，

受講生に|掬するデータの啓和を!ギくすることが

できた。
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講義

専用シート

集計・分析

講義準備:レジュメ作成，確認レポート問題作成，課題用資料作成.課題問題作成

図6 授業の仕組み

講義

(!i帰依~け子爵対応

講義準備:レジュメ作成.確認レポート問題作成.課題用資料作成.課題問題作成

2.2 2015年度取り組み-manabaの利用~

moodleでの利用経験を踏まえて，新たに導

入された manabaを授業中・授業後で積極的

に利用するようにした。

ただし講義教室にはパソコンやタブレット

等の情報端末は整備されていないことから.

manabaの利用に当たっては受講生の所有物で

ある携帯電話やスマートフォンの利用が前提で

あった。そのため，初回の受講者アンケートで

それらの利用状況を確認したところ.受講生

114名の中で未利用者は l名であった。その 1

名については.手書き提出で対応することで了

解を得た上で.manabaの利用を開始した。

2015年度の授業の仕組みは図6に示すとおり

である。オレンジ色の部分で manabaを利用

した。 2014年度からの変更点としては.次の通

りである。

-レジュメ(紙)の配布を manabaの「コー

スコンテンツjへアップロードに切り替え

・授業の開始時に manabaの「出席カードJ
を利用(アンケート機能も利用)

「確認レポートJを manabaの「小テス
ト」へ移行

「課題レポート」も manabaの「小テス

トJへ移行
・毎回の「確認レポートJI課題レポート」
の成績および平常点の公開

その結果.I出席Jr碓認レポートJI課題レ
ポートJの各データを manabaから統合デー

タペースに取り込み可能になった。ただし

「出席カードJI確認レポート」では手書き対応
が発生することになった。
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1i'Z17 コンテンツへのアクセス数

能谷大学
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2.3 今回利用した機能

前項で示したように，今回の取り組みでは

従来の取り組みをベースに manabaで代替可

能な部分を中心に，できるだけ幅広く利用する

ようにした(図7で上向き矢印で表示)。

以下，各メニューの利用について簡単に紹介

する。

リマインダ設定

rrí(~認レポート J r課題レポート」の出題や
「成績公開Jなどの連絡がスムーズに行えるよ
うに，第2回目の授業で全てのリマインダを有

効に設定するように設定方法を説明した。しか

しながら，有効に設定した受講~I:=.数は全受講生

114名中(後に113名)1十1 コースニュース"

および新規課題告知'が60名掲示板'は

41名に留まった。

レジュメのアップロー ド (コースコンテンツ)

「コースコンテンツjを使って毎回授業で

{史ったパワーポイントのレジ‘ュメをアップロー

ドするようにしたが，その|剣究者数は彼習用と

してアップロードしていた第6回の講義までは

ごく 一部の受講生にとどま っていた。紙媒体で

は 教師が受誕生に公平に配布することは何ら

問題はないが.それを受講生に依存する場合.

3・.).，:J:"?-シヲ

ー
かH
 
n
 

》スレヲドー.

::J:"'_;"'1"・・

I園警l百曲目 f酬と
民芸l'・，..，制1¥'

I・"，1:出掛凶『紐曾と
信言|割... ，・:0:2111

1.-，.，1閣情阻.5rfYttι 
1 r::~1 初?島町4・ ~t'll
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出手|加.. ，おれ円

》コシ手シ，，-.

上記のリマインダ設定と同様に.教師が想定す

るような形で全員に対応を求めることは容易で

はない。そのため目 レジュメを予習用に変更す

る，その閲覧期間を l週に限定する.さらに試

験前に改めて公開するなどの対応をとってみた。

その結巣.多くの受講生がアクセスするように

はなった(図8)が それでも各回の閲覧者数

は全受講生のうちの75-90%程度であった。

ml市カード(授業開始H寺)
授業で気にかかることの一つ1;1:， "遅表1]"者

の問題である。遅れて来る受講生が後を絶たな

いだけでな く.授業終了時に1'-1:，席確認を兼ねて

"fi(g認レポー ト"を行う場令.中にはその少し

前に出席を確保するためにやってくる受講生も

いる。それについては.授業の開始時と終了時

に出席を確認できればいし、のだが.それに要す

る時間と手聞を考えると これまでは気軽には

実施できなかった。しかしながら， manabaの

111'，席カー ド」 を利用すれば白動で、出席データ

の整理と集計ができることから，授業開始時に

も出席確認が効率的にできるのではないかと思

われた。

manabaでは事前に「出席カードjを作成

すると.そのカード専用の番号が発行されー授
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|元18 コンテンツへのアクセス数

~~出

タイトル アク匂ス 公.，綜公臨 ペ 三;u

|四加掛川崎冒と剛 2回 尽目度目 2 

回 加。却."， r桂筒ιf岬 JIl ヨ" 巴K][!lOO 2 

田町刷2TrG'At:嶋崎JI!J ，.. [ill[!lOO 、
回 加1却引，(躯冒と情帽Ji!l ..， 巴KJ[!lOO
回加抑制8nt冒と明暗JiIl 'M @]~ 

お2 @]庄司
回臨調副川崎冒と官組J7) お船 巴目巨盟
因調，"酒田『聞と憤噌liIl ，，. @]巨国
1!!3""割渇，sr掛目と明帽liIl お2 巴KJ[!亙1
回却"岨'"聞と慣岨HI '" 巨KJ[!豆町 ' 
回加他国泊 f世間と愉曜I@ "5 庄司~
田淵開制ru:冒と情tlJj) '" @]庄司
国加1珂l1H闘とf附 11). '" [ill巨到 1 

困却I!iOI凶，211脇目"酬 』 2‘。 @]~ 

巨三空白 也盟~" ，，11:1仙'"
;rol5 ~前期月...婚相来

p， 陶原瞬 DQ .:l-";:):"'~:'':I I 

》コ→スコンテシツ

哩こと~~ニJ
凶健.，・a・・ 即 事 削 |

羽 IS-01-20211' 臼 回 |

却1::'.01.割引竹 区日 回

2015.01701.111 rn 団
潤 15.{l1.却 7111 日:J @ 
E引5.(11.lO2111 区日 圏
泊15-47昌也2111 ヒ:EI 団
2015.01.202111 庄日 回

2015-01.2町2111 区日 団
2015-07-2021'11 (!B 圏
20'5.0/.202111 rn l2J 
2015-01.202111 a 団
2015-01.2021'" a 圏
2自1古.OI-2<l止1、的 [辺j 団
2015-07.1114開 ヨ 圏

...己的コ→スのコンテン、'!lY:ー拡IツスポA ト

|刈9 i純叫と情報J11¥J:Wカー ド (manaba)

7401002 
。1.1D窓俄'i!7(刷?
ιaγ帽
e中央
oz個

02.座席位沼t附げ
自 9

O2 
o:l 
0. 
()s 
00 
07 
oa 
Og 
0'0 
0" 
O目。'3
& 14 

03.本自のレヲユメの郡湖植E且?

04.直近のニュースで r鐙sと伺服Jで
の学修と関遣がlll!いちのを一つ寧げてみ

てください {紀郡内容を舗蹴に}・

必

05. Q4で回答したニュースの毘IJIは何

か5憎ましたか?

。日本車E宵新聞
@その他由明問

。子レピ
Oインターネットのニュースワイト
。インターネット{その他}

。その他

06. Q4で図苔したニュースは『砲事置と

梢報』の学智内容とどのようにl苅湿して

いると思いましたか?

4 
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業時にその番号を入力すれば出席の登録ができ

る仕組みである。併せてアンケー卜も実施する

ことができる (図9)。ただし.11'，J;'fJ'カードの

有効期間は 1週間であることから.f可迎作成す

る必要がある。

毎問の授業開始時に rWJ市カー ドJを使ってJ出

席確認を取ることにした。

小テス ト Oirff~~，レ ポー ト : 授業終了時，諜題

レポー ト:段業終 f後)

従来.授業終了|時にW).IJJIJ紙を使って実施し

てきた 「雌認レポー ト」および，2014年度に以上の よ うな ことか ら ， 今同のll~ り 品Ilみでは ，
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1:;(110 r確認レポートJr課題レポート」の例 (manaba)

四，岨ν・b
.ー~h・・・

17"1::~・

-・回 目 寸.u....... 
!副 司・，..・回目_...，~山・即日

咽・，占，.・_..車問
ー .'~.1山a

i主)確包レポート (向動保.占， 合格条件を設定)

moodleで実施した「課題レポートJを.それ
ぞれ manabaの「小テス トJ機能に移行した
(図10，図11参照)。

小テストでは.i向動採点Ji手動探点」を利
用することができる。白勘採点では.介十台条件

の設定，正解と配点を登録しておくと.締め切

り後，採点，結果の通知が自動で行われるとと

もに，公開状態にしておくと受講生は同枠内容

と得点の確認ができる。手動採点では， 1主制の

みを公開することができる。

問題の作成は.自動採点.手動探点とも共通

で.通常問題 (無回答可能)と入)J必須問題

(無回答不可)中で.i ljl.語記入J-i向IE記
入Jから適切な形式を選んで.ワープロ!盛Jtで
利用できる。

向動採点では目採点に必要な粂件として "正

解配点"そして他のテストを受けることが

できるかどうかを決めるための"合格条件"を

設定することができる(図12参!!日)。

成績公|期

自動採点では.提出の締め切りと同時に受講

生に結果が通知される。

手動採点では採点を終え それをアップ

ロー ド (登録)してから.成績を公開すること

で.受講生に結果を知らせることができる。公

開の際.リマインダ送信を選べば.受講ll"=_に通

知されることになる。

一一 ……，~，←=…一…ー一一一、何酬唱，由

叫 ~'Ir 岬・・・......"f.‘ ・田一…...，.，.-IIf~'…. . ......._組破、..."......，川町句
亡事

健~肥lL!C f'lI')o:."' ''.削町四情4恨 ・A 明."，_ tlo~ " . 6 

11，........"剛""，.・r'''''''、
山 間1J2，.，t-d"・0"'" ""1I'...rt~~ '_u' e ~>I."_.'山山田明

.3慢明日I':.o'r....・
~，，，，， ・マ … 軒伊..A，.
M 
品川“

__，tt ..l'/:_.，，___弓>...._.市川… ，・.~

u 
-・・・・........1"・
1. f"'f'¥l.r .. ‘・.・.'
1・日・ ・~..." 
- ・ .，..~ _J.・h・ . を『 世司氏

注)流組レポート (手動保点)

2.4 1週間の流れ

manabaを利用した一週)iIJの業務の流れは概

ね次のようなものであった。J受業の仕組み上.
以下のような種々の業務をこなすことになった。

月H程 ( 4副知与終 f後)

授業前;

当日使用する，次の手fD;き提出Jll紙を印刷

(10枚前後)

• i出席カードJ
. i確認レ;r-ートJを準備
授業中.

・授業開始時に manabaを使って 「出席j

確認 (約5分)町

・授業終了H寺に manabaを使って「確認レ

ポー ト」を実施(約10-15分)，

・必要に応じて資料を配布

授業後

・紙で提出された il-Hli'?'カード」への手書き
対応

① manabaの iIIJ 1/(~カード一党J 機能で，

出席の終了時刻を基準に出席状態を登録

②手書きで提出した受講性分について 出

席・ 0・紙での提出現出"および"アンケー

トの回答 (座席位置や資料の何通しなど)， 

を手入力

③ 出席の状況を登録 (アップロード)

・紙で提11'，された「確認レポートJへの手書
き対応
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図11 小テス トでの問題作成 (manaba)
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田原

-:，..t:'.:l-矧1酬抑制時 l唱とどh た点で抗りましたか?(脳内凶を沼Uなさl'.1!制ム11日四四日岡
町 t遺叫納 嗣醐山三 一 1 111@J[a問団
ー一つの闘のみを1TX.劫明る{単叫紛 I 111巴巴四回目
2人間品開制叫う 1 111向何回
:ば:?お誤認:何回侃附 | ・11同国同「
|世界で最初の惚械式計策機はどれてはζかか代?っ選問.(選lf(也羽)

的~副団の.;U! := 

，ホレ')立のPCS(，Iンチ・カード・システム1
ZライブニブYの歯車式計耳機t回自↑目置ji:)

3.パスカルの的車式計.機(加陣}

4.パベーン制皆差蝕間

過m附淘

世界で最初出電子ま官十算機1.一般にどIV.ヒといわれれ悼すh、?引っ選も町{遺恨!l!Oi)

1. MARK-I 

主主竪坐

回筒耐iIの..ぴ '至 ーー ‘

ZRのltj.:岨械やコンビュー揮 を血、DOl力 ら帆ん岨にillU屯さい.1選Ul!I!，UiI -11 L!:Jl llt Jl!!封印JI~

田区間同
1.!耳帯電話やスマート77.ン

Z也JI!it計算機
主ワ%7'ラヲJt.コンビュー9

4パーソナルコンピュ-$1

5. i凡用コンビュー宮

同省爾閣の..u 三

なた同将棋のr-.;:王戦Jを知っていましたかに (o1!UW-ii
I 1. Id:ll 

I ~ しし え

ら'，jた{;.J -J~-コノピ品 タf京jを却ってLぽし1:!J、?(選訳!I!..拍]

I 1.1.ぃ
IU、いえ

l喪忠君見があれば記入くたさい.(50-叶叩字程度)

区雪回収し

選奴肢のs-ャッフル @ l，f.1ぃO移る

ボートフnりオで申怨い
。塩加する⑥民加し怠い

4 

臼E臼回目
白日囚
阿国「五γ

過縮問m

出血する'"組1'"ると。団詰が謹白書bポートフnリ;tI;:盗鋼星空「れ。コメント骨段踊Ii行え...

manabaの 「ノトテス トjの管理捌"メニュー'町

から.r成績管理 (エクセルで採点)Jを選択
① 当日実施したノj、テス ト用採点シートをダ

ウンロー ド

② 自動採点の場合，回答内容と点数を確認

し 必要があれば点数を修正

③ 手動採点の場合。受講生が提1'-¥'1した「確

認レポート」 の回終内容を手入力。採点結

果及び合計点を入力 (rτlanabaで提出しな

かった受講生については，点数だけでなく

合計点算出のための式も設定されない)。

④ 採点の修正と手入力が終了後，採点シー

トをアップロー ド。

⑤ その後.r成績」メニューから当日の確
認レポー トの成績で公開設定(リマインダ

機能で通知)。

・今週の「諜題レポー ト」を作成し問題を公

Ijl，J (リマインダ機能で通知守金隈2211守柿・

切)。

なお，最初数回 「自!Jij)採点小テスト」の利則

を試みたが.次の迎LLiから 「手動採点小テ

ストJをヰI'L、に手IJ川した。
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凶12 自動保点のlE解と配点.令格条件の設定

l自動録制、テスト醐鶴田制醐
[ぼ認レポー ト]第2回i島民の阻認(201ι04・2016:15 ~ 2015-04.20 16:50) 

奇襲入力・fi:iDJ揮を入れ.捧持λカ1Ir.:記点在股:;t;してください. (配点阻.，が両政字で盤鼠‘置を入刀してください}
￡漫盤温訳周恩ーマッチング民恵では.実費~O:漏1点l草画!J:iに温気密母主主主卸吋た5の (S信草ら配車時}に拡ります.

:!!自動録制、テスト，"-虚血信に露卓が符われ.戚組側砲が壷情事7萄に自動的にe.azれます.
・ 剛厨毘入間"で，~.正解が軍~ð唱&.置lI\'e r.J (半島Eミコロン}で区切ってλ力してください.
・ 単一週JR/lII盟でI;t.正解をラジオボタンに限定してく疋さい.

・ 置鼠温民間闘では、正解をチェックボックスに段定してください.

・ マッチ〉グ間嶋では.単踏・立電に刻応ヲるilllRA査をそれぞれブルグつンで迦択しτ〈疋Eい.
・ iliベ闘え1m胞では.iEII¥'初煩序どおりに.il!U也車在。リツクして段宣してく巴古い.

コンピュー知1萌:r-.1.;這具や樹高とどういった点で異怠りましたか1 (1泊する~J.!iひなさい.復ぬE

00.(溜R必須i
1.0 一つの働きt泌を行うことがで卓る(単一役買v
2.0 入mの肉伽噴回を補う
3.0 人間の頚J，紛即時う
4.0 いろいろな後宮径行うことがて害る(;11用性)

各 口 点 '1唱十」 点

世界て~.初の機府間算磁3どれでしたかか 1(1つ必N.(;:魁腿組}

1.0 ホレリスのPCS(パノチ‘カート・システム)

Z。ライブニプYの歯車式計算機(回目I~寅軍事}

3.@ パスカルの笛聖王宮十掠徳{加擁)

4.0 ルページd耳桂議開

日制、iit_'J点

① 締め切り後自動で受郁生への成制公IJI'Iが

行われ手書き入力対応となじまない

② 採点方法が想定と呉なる場合が生じる

(これらについては詳細|を後述)

火曜~木附

・次l宣!の授業内容の検討. レジュメの作成.

ア yフ。ロード

・配布計料の準備・

金曜

.22時以降に.r課題レポー ト」の採点シー
卜をダウンロード.採点.採点結果のアッ

プロード

・成績の公開設定(リマインダ機能で過去11)

土曜 ・I:llIll[

• r出席カードJr確認レ ポートJおよび
「課題レポートJの各ファイ ルから.デー
タを「統合データベースJ(別の機会に改
めて取り上げる)への取り込み

・問答内谷を分析.各受講生の出席.受講の

理解状況 謀題の提/1'1状況などを確認

・分析結果から.前向の授業内容に|品!する

「振り返り」 用のレジュメを作成

・次回).1-1r出席カー ド発行J(r /I'rJ市時にアン
ケー トも実施するJを利用して.雌li?iやレ
ジュメ ・配布資料への目通し状況等につい

て質)11])

・次|旦lの「確認レポート 」 の作成 (手J~見 方

法は 「目立認レポー ト」の場合と問機)

3 揮業運営上の気づき

3.1 利用キャリア

受講LI之が利用している携帯電話 ・スマー ト

フォンのキャリアを確認したところ.凶13のと

おり であった(第 3-5回講義の 「出席カー

ドJアンケー卜への回答より)
半数近くが au.続いて docomo.So[tbank 

の11mで， 一般的な市場シェアとは異なる結果と

なった。また. 3同の確認を通して阿答が得ら

れなかった受講生が6人あった。

3.2 受信状況

初ILlIのif11F義教室は.プレゼンテーション装世
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図13 受品i!V!!tの利則キャリア
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凶14 利I11キャリアと屯波状態 (第3-51111) 

(第3回.22・203教被) (第4同 22・203教室) (第5阿.22-203教宅)

自 園 田 ・ 3

dc 

aLI 

11 Sof[bank 

au 

0% 20% 40% 60% 80% 1α)% 0偽初%40% ω% 80% 1∞% 
|目弱口'1'日航I I・弱口中口強|

が値い難いことから.日IJのill物へ教室変更した。

ところが，その教室ではm械の受信状態がよく
なく .manabaでの/I'，)rr:雌認の|努 受総生が

「電波が入らない」などの戸をあげて教室内を

動き回る等.しばらく混乱が収まらない状況で

あった。そのため.更に教本変更をしたものの.

同じ建物ということ らから特に改善は見られな

かった。建物に起因するとィ号えられるが， この

点は意外かつ大きなII.iH出であった。

キャ リア別では，最もヰIJ)II者が少ない Soft-

bankユーザーの約半数が受信上の不満を訴え.

逆に最も利用者が多い allユーザーで屯波状況

が最も良い結果となった。なお. 31口|とも屯i!!<.

が弱いと回答した受講Lt.は.Softbank: 5人.

docomo: 2人. all: 0人で，その者15度受信状

況は変化しているよう である(図14参H~~ ) 。 こ

のよう に manabaが全学に導入されたもの

の.建物に よっては屯波環境がよくなく .ア

ンバランスな状態にあることがI~I らかになっ

た。

そのため.今後.-!.受君主""の教室からの e-
learn凶gシステムの利川拡大を|主|るということ

であれば.その前提となる LANを合めたf[波

。%20% 40% 60% 80% l(ゆ%

| 口入らない 日弱口中口 ~rtlI 

環境の十分な戦術が小IIJ欠になる5)。また.屯

j皮の状況は建物匂.により大きく異なるようであ

り，事前のTt'(1if;{!.とlJ，¥IW主も;j'日J欠となる。
今回の試みから.e-Iearningシステムは.教

員の視点からはデータ収集 -入力の労力の軽減

に結びつきやすいという一定のメリ ットはある。

しかしながら.li干13tインターネ ットを快適に利

則しているであろう受講生のt>L.点からすると。
IDやパスワー ドの入力を求められ e-Iearning

システムが快i自に，fIJJIJしにくいといった点は，

授業に対するボilMjやモチベーション低下つなが

りかねない そこでは. e-Iearningシステムか

ら得られるポー トフォリオ等の長期的 ・総合的

な効用を強制してもあまり説得力を持たないで

あろう。本来.効栄的な学習の支援ツールであ

るはずのシステムがうまく機能しにくいのでは

ないかと懸念される。

5) この点に|均し ては.従米の学内 LANiryu 
wirelessJに)JIIえて 2015年4月から iedω-ωηJを
用いた LANサービスの運用が開始された。これ
をmいればI 令子:統合認証 IDとパスワードで
ネ y トワーク干11JII1J{ Ilj" (m になり.従来の学内

LANのわずらわしさを解消できることが期待さ
れる。
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3.3 受講生の端末利用に関して

現状の本学の状況では.講義教室で manaba

を利用するには.その前提となる情報端末が整

備されていないことから.受講生の所有物であ

るパソコン，携帯電話.スマートフォン等に依

存しなければならないという.基本的な問題を

抱えているD

その際，電波環境や Wi-Fiの環境が.受講

生が一斉に manabaへアクセスした際に十分

なサービス水準を提供できるだけの通信容量を

備えているかという点も，大事な点である。今

回見られた接続の不安定さはそのような事情に

よるものかもしれない。 Wi-Fiはキャリアの

電波状況を補うという役割を持つが.切り替え

がうまくいきにくいということで敬遠する受講

生も見られた。

さらに，受講生の所有物の利用ということか

ら.電波状態に加えて次のような種々の問題が

毎回発生した。

・機器の紛失

・機器を持参しない

.故障で修理中

・充電切れ

・受信容量制限(速度制限)のため manaba

につながりにくい

など

以上のような点から.本学では，授業で円滑

にネットワークを利用するという点において.

現状では様々な課題を抱えていると言わざる得

ない。大学として学生の学びについてのポート

フォリオ化を推進するということであれば.よ

り一層全受講生が安定してネットワークを利用

できる環境の保証が不可欠であろう6)。

6) 追手門学院大学では，事前の調査・実験を経て
最も大きい教室 (6∞名収容)で全学生がネット
ワークに接続しでも通信上の問題が生じないよう

な Wi-Fi環境を設計・投資した上で.LMSの全
学的導入に踏み切ったとのことである。その結果，

大規模な講義教室においても円滑な LMSの運用
が実現されている。

3.4 出席確認に関して

「出席カード」とアンケート

先述のように，授業開始時と終了時の2回出

席を確認したいということから.開始時に

manabaの「出席カード」を利用することにし

た。その際，受講の状態や学習への取り組みの

状況などの確認のために アンケート機能も利

用してみた(表l参照)。

ただし.先述のように.一斉に受け付ける方

式のため，開始から受付終了までに.一定の時

間を要し.特に入力の足並みがそろわず.遅い

受講生が時間を引っ張ってしまう傾向になりや

すい点が難点であった。そのため.r出席カー
ドJはリアルタイムで受講生の反応を確認する
ような授業形式であれば有効かもしれないロそ

うでなければ必ずしもこの方法にこだわる必要

はないように思われる。

回答のパラっき

「出席カードJでは従来の継続性から.受講
生の座席位置を聞いた。その際，半角数字で問

答するように指示したのであるが，その回答状

況は図15のようであった。

指示通りに答えている受講生も約半数はいる

が.それ以外は漢字交じり，中には漢数字.な

ど指示以外の形式で回答している。これはリマ

インダの設定などと同じく指示を徹底するのは

大変厳しいことを示している7)。選択肢から選

ぶ方式であれば.このような問題を避けること

はできる。

出席確認に要した時間

出席カードでは毎回 授業開始直後に受付尾

開始し，全員の入力が終わるのを確認して終了

するようにした。何度か ほぼ全員が終了した

時点で受付を終了することがあったが.その時

は強い不満が帰ってくるo 時間がかかるのは，

受講生の入力スピードのパラつきが大きいこと

に加えてアンケート項目を設けたこともあり.

毎回予想以上の時間を要してしまう結果になっ

7) 他大学では机に座席番号を振っているところが

多い。本学でもそうであればここで生じた問題の

発生率はある程度抑えられるものと期待される。
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表 l 出席カードによる出席の確認とアンケート項目

27 

年月日 実施:Ql : Q2 Q3 Q4 Q5 Q5 : Q6 Q7 : Q8 

①2015-04・13終了;座席;シラパス (成績評価(理解度 (学習(文):要望など
. : 

: 

②却15-04-20開始・座席 j教室変更案内: . 

③2015-04時27開始座席!キャリア j電波状態 j ' . 

④12015-05・11 開始座席!キャリア j電波状態 j

⑤20日-05-18開始座席:キャリア :電波状態:レジュメ事前公開:

⑥i2Q日ー05-25開始座席: i電披状態;レジュメ事前確認:rピルゲイツj日通し : 

⑦2015-06-01 開始座席: !電波状態 jレジュメ事前確認:rムーアの法則J等記事目通し! : 

⑧却15帽06四08開始座席: : !レジュメ事前確認:配布記事目通し

⑤!2015-06-15 開始;座席: : :レジュメ事前確認:配布記事目通し

⑩120日・侃-22開始:座席: ;レジュメ事前確認: 関連ニュース(文): . 

⑪2015-06-29 開始 l座席! !レジュメ事前確認! 関辿ニュース(文):何から: : 

⑫2015-07-06 開始座席; iレジュメ事前確認( 関連ニュース(文):何から;関連性(文): . 
@201S-07-13 開始座席: :レジュメ事前確認i 関連ニュース(文):何から;関連性(文): 

⑭2015-07-20 開始座席! !レジュメ事前確認! i関連ニュース(文):何から i関連性(文): 

⑮2015-07・27開始座席: :レジュメ事前確認; ;関連ニュース(文)!何から l関連性(文):日付

図15 座席位慣の回答の例(半角数字での回答を指示)

ロー一-56 ウ ヨ了時から1
1 f9 f2 r6 

;r6 I窓側の前の8

F-F 
有b一一

~ • 1ιEロ i1:; 14番目
p 18雷目 [l.~_~___事一
:"4 fa ~rl0 r4 
F一一一一←一 時十一台噌回目恥『・園田園輔自問-... ~- t-=-で士一

~5量旦ー局 js番目 r5 'B番目

た(表2参照)。初回を除くと， r出席カード」
の提出に6分を超える場合も少なくなかった。

「出席カードJ には，出席管理が厳~:に行える，

アンケートデータも収集できるといったメリッ

トはあるが.厳密に運則しようとすると「出席

カード」の受付開始と終了が必要になり(小テ

ストのように事前に時間を設定しておくことは

できない)。紙の出席カードのような柔軟性に

欠ける面がある。そのため 実質的な授業時間

を必要以上に短くしてしまうというデメリット

が大きくなりかねない。

他方， r出席カード」を早く提出し終える受
講生もいる。時間がかかる受講生への配慮は.

そのような受講免に手持無沙汰な状態を生み出

し，別な不満につながりかねないという面があ

る。紙の出席カードはその点でも問題が少ない
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表2 r出席カードJの所要時間など

年月日 実施
最短時間 最長時間

(秒) (秒)

①20日一04-13 終了 6 554 

②12015-04-20 開始 4 必4

③2015-04-27 開始 3 283 

④2015-05-11 開始 8 360 

⑤20日ー05-18 開始 6 235 

⑥20日ー05-25 開始 2 172 

⑦2015-06-01 開始 5 225 

③20日ー06-08 開始 8 226 

⑨2015-06-15 開始 203 

⑩2015-06-22 開始 1 274 

⑪120日ー06-29 開始 18 386 

⑫2015-07-06 開始 41 339 

⑬20日ー07-13 開始 22 354 

⑬120日ー07-20 開始 10 372 

⑮2015-07-27 開始 43 374 

ように思われる。

3.5 レジュメの公開と閲覧に関して

当初は. レジュメ(授業で使ったパワーポイ

ントのスライド)を授業後にコースコンテンツ

として掲示していた。それは，次のような考え

に基づいていた。すなわち.これまでの経験で

は. レジュメを配布した状態で授業をしてから

「確認レポートJ実施した場合.授業を熱心に
聞かずにレジュメの一部を丸写したと考えられ

る回答を提出する受講生が少なくない。これに

対して. レジュメを配らず授業を実施した後で

「確認レポートJを実施することで.受講生は
メモを取る必要性が高くなり.結果として授業

に集中するのではないかと期待される。更に授

業後にメモとレジュメを突き合せることで復習

による理解の深まりも期待できる。

昨年までは.授業終了時に.r確認レポート」
と引き換えにレジュメ(紙)を配布するという

方式であったが.今年度の試みでは.e-learn-

平均時間 標準偏差
締切時刻

所要時間

(秒) (秒) (分:秒)

169 101 7: 32 

133 91 15 : 12 : 27 7: 36 

57 59 15: 09 : 14 4: 40 

79 73 一

54 40 

76 38 15 : 06 : 19 3: 02 

86 41 15: (活 :10 4: 341 
86 50 15: 05 : 42 3: 55 

52 37 15: 04 : 00 2: 34 

123 55 15: 05 : 39 3: 46 

221 89 15: 07 : 16 5: 30 

加8 73 15: (活:38 5: 41 

155 67 15 : 08 : 28 5: 40 

179 71 15 : 07 : 11 6: 00 

170 70 15: 04 : 56 4: 45 

ingシステムの機能を生かして紙に代わり pdf

ファイルを配布することで同様の効果が期待で

きると考えていた。また.紙資源の節約.レ

ジュメの印刷負担の軽減にもつながると考えて

のことであった。

授業中のメモや集中については一定の効果が

あったのではないかと考えられるが.復習，理

解の促進についてはレジュメの閲覧者数(第 l

回目が22人，第2回目が29人.第3回目は4人

のみ)から，あまり復習効果や理解の深まりを

期待できる状況ではないことが明らかであった

(図16参照)。

以上のような状況に加えて，受講生から予習

したいので「事前にレジュメをアップしてほし

いJとの要望もあり.第7回目以降は事前にレ
ジュメをアップする方法に変更した。変更に当

たり.第6回までのレジュメを 5月末まで閲覧

可能期間として設けるとともに.その後はレ

ジュメの閲覧を促すために掲示期間を 1週間と

限定した。その結果.第6回目までの閲覧者数
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図 16 レジュメの|刈促状況 (第1-31111) 

29 

。 2o 40 60 80 100(%) 

①4/13 92 

②4/20 85 

110 

ー叱旦三割

f人} 図 17 レジュメの閲覧者数の変化 (，.'1U定後に公開した場合と講義的に公開した場合)
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がm加するとともに.第7同日以降はそれ以 上
の閲覧者の確保につながった。 ただし，機1~1 fi~ 

放は改善されたものの 全受講生の約6- 7jlflJ 

'JITlにとどまっていた(図17参照)。

その後.定期試験の準備のために. レジュメ

を11j.皮公開した。その結果.閲覧者数は"!lIにJW

えたものの全受講生の約8-9割程度であり.

必修科目であるということを考えると必ずしも

十分とは言えない(図18参照)。教員としては.

印刷や配布の手|仰を省くことができるメリ ッ卜

はあるが句受講生としてはレジュメの印11:IJを民

担するコストや手聞を負担することになるとと

もに，全貝に公平に届きにくいこと.何らかの

よfHfiでレジュメを入手できないこ とも与えられ
る等，公平な学修条件の提供，という点ですli:工|二の

r:n題を含んでいる。そのため，現状では，従米
のように教口側で印刷して配布する)Jが好まし

いよう 』こ忠オつれる。

また レジュメをデジタル形式でアップロー

ドするにあたっては.著作権への対応がill~:に

なる。紙妨げ本の場合 受・ty，):生に配イliする範[1'1で

は著作権法 卜.可能と考えられるが. デジタル似
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!χ118 レジュメの閲覧者数 (前期試験終 f後)

(20150731 1准泌.定lUJ試験のための再掲示IUJIiIJを合む)。 10 20 30 40 50 60 70 80 90 l∞(Oo) 
第l悶 :--... ，.~"1也F屋市企 ....11 ~!:J 

議第2回 ' :;fj置~ 33 b'， 

法第3回 ，，-~ 18 3 34 ~61 

( 第4囚 b且つ~:I( 99 
を第5@] 宮、一言 99 

E第6囚 ー二手婚時・ y¥ 

第71百| 21& :~ ‘ 35 6C 
‘ 第8回 ~主E l∞ 

I唾貝 第9回 二サ』 36 :.56 
E 

前第10回 95 

合習" 第11 回 d ヲ20;ふ・:';;'C 93_ 
第12回~辺町f 97 

E第13回 ， l~:呂4 -FhF: ，日 l円! 品目

第141亘| ~'， '，'恥l{j) 89 

米泌口更新後未読口閲覧済|

体ではそれはできない。そのため.アップロー

ドするにあたっては.必要に)，包じて資料を削除

しなければならず.作業が明えることになる。

また.紙媒体とInJじサービスを提供しようとす

ると削除したものを紙媒体で配布することにな

るが.その場合コンテンツのア yプロードと二

重手間になり.返って負担燃になるかもしれな

し、。

3，6 r確認レポートjに関して
「確認 レポー ト」は授業終了II~J: に . その円の

授業内容に関連した問題の11'，姐であり，1受業を
しっかりと聞いていればそれほど時間を~・しな

い問題にしているつもりで.解答に10分前後の

時間を確保するようにしていた。しかしながら，

「出席カード」の場合と同様， rrには長くかか
る受講生もいて(第71nl.10回では25分(1500

秒)以上かかっている例もある)目「時間が足り

ない」との声が寄せられることもあった(表3

参照)。

「確認レポート (小テスト ) J では. ょI ~Ijilに

受付の開始と終了の昨夏IJを設定 (20分111]を設

定)できるので使利ではあるのだが， 逆にそれ

が時間を縛ることになり.いつも以上に時間を

気にしながら講義することになりがちであった。

また.解符'"も 「あと何分です」といった案

内をすることが多くなりがちで.やはり時間を

気にしながらであった。そのため.解答に長く

かかる受講生からは不満に結びつきやすいと感

じられた。紙の場合だと.その点も柔軟な対応、

が可能で.同立った不満にはなりにくいように

思われる。

教員にとっては.質量なデジタルデータが豊

富に得られるという一定のメ リットはあるのだ

が.一方で受講生から比た場合，杭極的なメ

リッ卜よりはむしろ押し付けられているといっ

た印象につながったかもしれない。また.教員

の不慣れさもあって.よりそのような印象を強

める結巣になったのではないかと思われる。

「確認レポートjの場合も，IIH)市カードJ
と同様.教室外からの回答の可能性は排除でき

ない。この点への対応として途中から次のよう

な方法を用いてみた。

すなわち，1確認レポート」の出題では.当
初は manabaの両面に問題文と凶答棚を載せ

ていたが 9JJd'l]同じ|時間荷で実施することから P
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表3r確認レポートJ(単位:秒)
31 

年月 H 最短時間 最長時間 平均時間 標準偏差

①20日ー04-13

②2015-04-20 58 1.003 345 109 

③2015-04-27 18 174 47 23 

④2015-05-11 53 1.340 537 210 

⑤加15-05-18 41 886 368 159 

⑥2015-05-25 45 1.494 527 206 

⑦2015-06-01 55 1.516 591 249 

@20日ー06-08 93 1.090 417 172 

⑨2015-06-15 132 891 414 123 

⑩2015-06-22 111 1.533 633 160 

⑪20日ー06-29 76 975 380 148 

⑫2015-07-06 36 901 553 156 

⑬2015-07-13 43 937 560 182 

⑭20日-07-20 24 897 407 161 

⑮20日ー07-27 46 1.289 193 163 

表4r確認レポートJr課題レポート」の提出者数

講 義 l同 2岡 3回 4回 51日l 6回

出席 109 108 108 106 106 1ω 

確認レポート 1ω 108 114 105 105 103 

課題レポート 61 45 59 

その時間帯に学外から回答を済ませることも考

えられなくはない。そのため.現実的な対応と

して.問題文は教室のスクリーンに-表示し

manabaの画面には解答欄のみを設けるように

変更した。それにより t manabaでの問題作成

の手間を若干軽減するという面もあった。ただ.

やはり，これも教員の都合といった面があり.

受講生からすると慣れた方法が変更されたこと

への多少の混乱.そして後ろの座席の受講生か

らは字が小さくて見えにくいことなど，不満要

因が増えたように思われた。

ただしこの点については最初からのこの方

式を採用していれば.不要な混乱や不満を招く

ことはないと思われる。

7m! 8同 9回 101司 11回 12[81 13回 14rI!1 15恒l

106 104 l∞ 103 108 106 105 102 101 
107 105 99 102 106 104 105 102 l∞| 
80 87 72 81 71 71 70 

3.7 r課題レポートjに関して
「課題レポート」については，延べ10回実施

し，提出者数は45人(受講生の約40%)から87

人(約76%) とぱらつきがあるが.最終的には

60%強で安定した(表4参!!H)。しかし十分な

比率とは言えない。また，提出に要した時間は

平均で13.6分であった(表5参照)。提出に際

して提!日前に別途調査のための時間を取ってい

る場合もあると考えられ.教室外での学修につ

なげるという面では.一定の効果があったので

はないかと推察されるロただし，後で紹介する

アンケートからは.それが発展して自主的な学

修や知識の広がりなとeに積極的に結び、ついたか

といえば.必ずしもそうとは言い難い。
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表5r課題レポートJ提出に要した時間(単位:秒)
年月日 最短時間

①20日ー04-13

②20日ー04-20

③2015-04-27 

④20日ー05-11 25 

⑤2015-05-18 138 

⑥2015-05-25 94 

⑦'2015-06-01 105 

③2015-06-08 88 

⑨'20日ー06-15

⑩2015-06-22 13 

⑪2015-06-29 56 

⑫120日ー07-06 62 

⑬2015-07-13 6 

⑭20日ー07-20 104 

⑮20日ー07-27

3.8 手書き対応に関して

手書きシートで対応した受講生数は.表6に

示すように延べ82人，複数回の提出者を l人と

見た実質の提出者数は44人であった。手書き提

出者は，授業の回数を重ねる毎に収束していく

ように，思ったが.結果的には講義日によるぱら

つきが大きく最後まで不安定であった。また，

キャリア別には.次のような特徴がみられる。

① キャリアが不明な受講生の手書き提出が

多いこと (6人に対して延べ17人)

②電波状態がよくない Softbankの手書き

提出者の割合が高いこと(ユーザー数19人

に対して延べ20人)

③ 電波状態が最も良かった auではあるが，

ユーザーの多さもあって延べ提出者数は24

人と最も多くなったと思われる

このように手書き対応の人数が予想以上に多

いことから，第 7回目以降“手書き提出の理

由"を合わせて回答してもらうようにした。そ

れによれば.やはり 電波状態の悪い"が最も

最長時間 平均時間 標準偏差|

1.626 447 お6

3.353 696 584 

2.507 1136 562 

2.217 841 504 

3.592 978 783 

3.333 873 667 

2.837 701 531 

2.080 748 521 

2.631 789 595 

3.576 969 6鈎

多いが，それに次いで.“携帯電話やスマート

フォンを失った"“同.忘れた..“充電切れ"

なと受講生本人の言い訳や不注意とも受け取

れるような理由が多くなっている。これは.手

書き対応には.電波状態だけなく.受講生の協

力姿勢がかかわっていることを示しているよう

に思われ.手書き対応を少なくするには，その

点への配慮が求められる。

手書き対応については 前期のスタート時に

は一人への対応で済むと考えたが.実際には前

述のように毎回数名から多い時には十数名にも

上った。

授業中に「出席Jと「確認レポートJの2恒l
manahaを利用することから.事前にそれらの

用紙を印刷準備しておくわけだが.manabaに

つながらないと申し出る受講生は不安定なため.

ときには不足も生じるような状態であったロ

次に.手書き用紙を提出した受講生について

は.r出席Jデータ(座席やその他のアンケー
トも含む)と「確認レポート」の解答を，授業
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表6 手書き対応数

au docomo ! Softbank 不明 総計

第31日11 3 2:  3:  4 12 

第4回 1 2:  1:  : 4 1 7 

第5岡: : : 3 3 

第61ftl 1 2:  4:  1 

第7同 I 2:  2 I 4 

第8回 1 2:  1 2 

第9回 I 1 : 1 I 2 

第10回 1 2:  1 1 3 

第111~11 1 4 4:  6:  1 15 

第12岡 1: 1:  2:  1 4 

第13回 1; 2:  1:  4 

第14回 1 2:  2 2:  2 8 

第15恒11 4:  5 : 21  11 

計 I 24 [ 21 20 I 17 I 82 
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終了後に担当者が手入力する必要がある。もと

もと自動でデータ入力ができるというのが導入

理由の一つであったが.採点シートを使つての

受講生と質問を確認しながらの入力は大変気を

使うもので.負担を感じることになった。また，

手書き対応者は. manabaでは主テストの未提

出者という扱いになり，採点のための式や合計

点を算出するための式も設定されていないため.

点数入力に漏れがないかどうかも気を使う点で

あった。さらに，後述するように.採点シート

が必ずしも手動採点に向いた作りにはなってい

ない点も使い難さを感じさせる結果になってい

ると思われる。

2.池田輝政他『成長するテイツプス先生J(玉JII大
学出版部.2001年)
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